
 

 

 

 

一年を振り返ってみると、私の気になる出来事のひとつにぴっぴファミリーで行く「陶芸の

旅」があります。コロナウィルスのパンデミックから再開して 2 年目、募集をしてみるとたく

さんの希望する方がいることがわかりました…いよいよぴっぴ在園のみなさまにもお誘いで

きる時が来たと喜びがあったにも関わらず、15 名の方に限られてしまうということになりま

した。今もまだ、どうやったらたらみんなが気持ちよく行けたのだろうかと考えます…あり方

とやり方は、何かがずれていなかっただろうか、来年はどうしようかと… 

私たち家族は、ぴっぴで陶芸の旅が始まった 15 年前の初回から欠かさず毎年「だいだらぼ

っち陶芸の旅」に参加してきました。最初の年は、長女 5 歳（年長）、次女どんぐり、三女お腹

の中でした。大竹恭子さんと車を乗り合わせてお互いに母子で参加し、たくさん助けていただ

きました。年に一度の機会ですが毎年のその思い出と感じたことは色濃く刻まれています。例

えば、2 歳のときお茶碗創りに夢中になっている娘の眼差し…、大広間での雑魚寝…、旅の出

発当日朝に反抗期小 6 娘を独りで 1 泊のお留守番をさせる決断をしたあの日…、食べすぎ飲み

すぎ二日酔い泣き笑い…、自分の育てた藁の灰から釉薬を作り器の色になって味わった感動…、

割れた器が金継ぎされて帰ってきた時の愛おしい感じ…、手作りのごはんが手作りの器に盛ら

れ家族で食卓を囲む幸福感…、冴えない顔が多かった娘に明るい笑顔が戻った癒される場所…、

大きくなっても娘たちが優先して行きたい場所…まだまだ、自分の思い出だけでも溢れてくる

のに仲間の分も合わせるととても書ききれません。 

また、陶芸をお教えてくださるのは“ぎっく”と“まるちゃん”ご夫妻で、「暮らしの学校だいだ

らぼっち」の暮らしに溶け込んで、そこでのものづくりを支えていらっしゃいます。私たちが

滞在中の暮らしも案内してくださるのですが、実家に帰ったようなホッとできる温かさもあり、

癒しもあり、学びもあり、刺激もあり、魅力たっぷりなのです。陶芸を通して子ども達に寄り

添ってくださる言葉や気持ちの心地よさ、創りたいものを心ゆくまでつくることを応援してく

れます。私は娘たちの器は創ったもの、自分の器は作ったものに感じて「かなわないな～」と

毎度思うのです。ぴっぴを飛び出した特別な場所での仲間との暮らしや交流はより深くなり、

夜になると更に、「だいだらぼっち」のスタッフがざっくばらんに場に交ざってくれます。話題

はそこの子どものこと、暮らしのこと、地域のこと、どれもこれも新鮮さあり、身近な話でも

あり、深い視点で自分を確認できたり、気づきがあったり、最近では大きくなった娘の世代の

子ども達がその場に交っていて、ごちゃまぜな交流がなんて豊かな繋がりだろうと思います。 

2024 年もあとわずか、改めて振り返ってみると何気なくやり過ごしていたことにも気づき

を感じたりします。来春から一人暮らしをする次女、いまだに時折私に（娘 3 人揃って…）お

んぶをせがみます。鈍感な私は次女の繊細さをまゆさんに教えていただいてもずーっと理解し

きれずにいましたが、今やっとこの子の繊細さを理解し心から受け止めることができる気がし

ています。気づけたことに感謝して、また新しい年をごきげんに暮らしていけたらと思います。

2024 年もありがとうございました。皆さま よいお年をお迎えください。    ：恵理       
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